
事 業 の 流 れ
四国地方整備局の仕事は企画から完成、その後の維持管理まで全ての過程に携わるとともに、
地域の実情や要望、環境面などを踏まえた総合的な立場で全体をマネジメントすることです 。

事業説明

事業を行う地域の方々に対し
て、事業の内容や地域への影
響を説明するとともに、意見
や要望等を伺います。

完成

工事施工が完了した施設は、
重要な社会資本として地域の
方々に活用して頂きます。

社会資本整備を進めていくために様々な部署があり、それぞれの部署で技術系職員と事
務系職員が連携しながら業務を行っています。技術系の職場というイメージがあります
が、事務系職員も大きな役割を果たしています。

調査・計画

事業のために必要な調査や
計画の立案、整備する施設の
設計などを行います。

企画

国土計画に係る企画・調査、
他省庁・各県等の事業調査、
建設行政のあり方に関する企
画調査等を行います。

工事施工

工事が設計図書などに基づい
て施工されているか、要求し
た性能・仕様を満たしている
か、監督や検査を行います。

維持管理

施設が機能を十分に果たすよ
う整備・点検・補修等、管理
を行うと共に、利用に関する
許認可業務を行います。

用地取得

事業実施のために必要な土
地の取得や、それに伴う建物
等の移転補償の交渉などを
行います。

地域のニーズや課題の把握

大洲河川国道事務所 道路管理課

畠山  美咲

平成30年度入省(技術)

　私は、現在愛媛県内の南予
地域を支える国道56号線など
の維持管理を担当しています。

業務では、工事などの発注作業に加え、事故や災害時
には道路利用者のため、より安全安心に通行できるよ
うにすることも維持管理の仕事となっています。平成
30年７月豪雨での経験を経て、道路が物資輸送や救
援に関わり、地元住民の生活の支えであることを実感
できたことは、責任感ある仕事だと気づくきっかけに
なったのと同時に私のやりがいへと繋がっています。

徳島河川国道事務所
河川占用調整課

谷岡  宰宜

平成30年度入省(事務)

　私は現在、河川占用調整課
で一級河川吉野川などの占用

許可や、河川の水の利用に関係する許認可業務に携
わっています。河川の水の利用や関係する工事などの
許認可は、専門的な知識が必要な場面が多くあり、技
官に河川管理上問題が無いかなど技術的な助言を得
ながら、協力して業務を行っています。また、許認可工
事の完成検査等で現場に行った際に、デスクワークだ
けでは得られない経験ができることも、魅力の一つだ
と感じています。

中村河川国道事務所 建設監督官

林  勝幸

平成5年度入省(技術)

　私は、工事の監督・指導や
地域住民への工事説明なども
行っています。私が監督する区

間は、四国を“８の字”で結ぶ予定の四国横断自動車
道の一部となる窪川佐賀道路を造っています。高速
ネットワークが出来る事で物流機能向上や南海トラフ
地震発生時には、救命・救急活動及び緊急物資の輸
送道路としての「命の道」ともなり、一日も早い開通を
目指しているため責任の重さを日々感じながら仕事を
しています。

土佐国道事務所 経理課

上原  沙也加

平成28年度入省(事務)

　私は、道路をつくるために必
要な測量などの契約事務を担
当しています。契約手続きにミ

スがあると事業者の方や事業進捗に大きな影響を与
えてしまうため、技術担当課との打合せや書類の
チェックは慎重に行っています。一つの契約が入札公
告から支払いまで滞りなく進むと、ほっとするとともに
達成感を得ることができます。事務官であっても、契
約事務を始め様 な々仕事を通して社会インフラの整備
に携わっていけることがこれからも楽しみです。

土佐国道事務所 工務課

西森  聖人

平成31年度入省(技術)

　自ら発注した図面が実際に
形になる、これはとてもやりが
いのある仕事です。

　工務課では、橋梁やト ンネルなどの工事積算業務を
行っています。色 と々考え て発注した工事であっても、
現場条件の相違など様々 な課題に直面することもあり
ますが、受注者と一丸と なって課題を克服することで
大きな自信に繋がってい ます。一つ一つの工事の積み
重ねによって、一日も早 い事業の完成に繋げるため、
責任感と緊張感を持って 仕事に取り組んでいます。

中村河川国道事務所 用地課

山沖  鮎香

平成29年度入省(事務)

　用地課では事業に必
要となる土地を取得する
ために、土地所有者の方

への補償内容の説明や、 契約、登記、補償金の支
払等の事務を行っていま す。
　業務では、あまり聞き 慣れない専門用語に少し
戸惑うこともありますが、 土地所有者の方に承諾い
ただいた時などはとても やりがいを感じます。
　また、事務官でも現場 に行くことも多く、実際に
完成した道路を目にした ときは四国のインフラ整
備に携われていることを 実感出来ます。

企画部 広域計画課 計画調整係長

泉保  佑介

平成12年度入省(技術)

　私は四国圏の国土形成に関
する基本的な方針や施策を示
した「四国圏広域地方計画」

の策定を担当しています。四国では南海トラフ地震へ
の備えなどの自然災害への対応、急激な人口減少な
ど様々な課題に直面しています。この課題に対して、
将来に向けてどのようなことに取り組むべきなのかを
検討し、計画を定め、着実に進めていくことが重要で
す。安心・安全な暮らしを守り四国の発展につながる
仕事として責任感を持って取り組んでいます。

四国山地砂防事務所 調査課

今村  健竜

令和2年度入省(技術)

　私は入省時に『砂防』を全
く知りませんでしたが、砂防堰
堤の設計や点検の際の現場

調査や土砂災害の疑似体験装置の防災イベントへの
出展などの広報活動といった仕事を通して、急峻な
山奥で土砂災害防止のための対策を実施している砂
防の過酷さと重要さを知りました。四国山地砂防事
務所は、四国では唯一の直轄砂防事務所で、事業
規模が大きく、責任を感じながら日々の仕事に励ん
でいます。

小松島港湾・空港整備事務所 企画調整課

山﨑  大智

平成30年度入省(技術)

　私は、現場見学会や出前講座等を通じて、組織
の役割や社会資本整備の重要性、それに携わる
人々の魅力を皆さんに伝える仕事をしています。

　日本の物流拠点である港湾・空港の整備をしているという大切な役割
があるので、より多くの人に少しでも分かりやすく伝えることを意識して業
務に励んでいます。
　例えば、実際に荷役をしている船や岸壁を見てもらい、「港の重要性や
スケールの大きさを実感した」等の皆さんの意識の変化を聞いた際は、
何事にも代えがたい達成感を得ることができます。
　皆さんも、この職場で私たちと一緒に働き、その魅力を伝える仕事をし
てみませんか！

事業の中で
「広報」も重要な
仕事です！

設計積算

工事現場の様々な条件を考慮
し、デザインや経済性、工法の
選定等を検討。詳細な設計を
行い、工事費用を算出します。
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